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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
１．褥創発生者の確認

＜東病棟＞。
・特記事項無し
＜南病棟＞
・老久保　英様～H29.12.28発生　右肩　一度H30.1.10に治癒するも、H30.1.12再発。H30.1.26治癒。
・南　　サイ様～H30.1.16発生　左臀部　H30.2.2治癒。
・嶋守　與之様～H30.1.21発生　仙骨部　デザインR6点。処置はアズノール軟膏+ラップ保護1日2回実施。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事は数口～1/3程度と摂取量少ない為、H30.2.3よりハーフ食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ変更している。その後は1/2～全量摂取されている。
・現在褥瘡者2名。
＜西病棟＞

・特記事項なし

＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

・榎本　栄子様～H29.5.22（持ち込み）①仙骨部⇒デザインR　5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変化なし。壊死組織なし。浸出液極少量あり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容変更あり、ゲーベン軟膏+ガーゼ保護→アズノール軟膏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※食事は介助にて全量摂取。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※H30.1.9インフルエンザＡ型罹患。現在は発熱無し。
・白鳥　キエ様～H29.10.16発生①右下腿部⇒デザインR　11点　

　　　　　　　　　　　　　　　　改善傾向。中央部の黄色の柔らかい壊死組織除去、浸出液中等量あり。

　　　　　　　　　　　　　　　　深さはあるが、赤色組織で新しい肉芽形成が見られている。
　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容変更あり。ゲーベン軟膏+ガーゼ保護→ブロメライン軟膏+ガーゼ
保護→イソジンシュガーパスタ軟膏+ガーゼ保護
※H30.1.9インフルエンザＡ型罹患。現在は発熱無し。
※食事は介助にて1/3～1/2摂取されている。
・上野　ハル様～①左踵⇒ H30.1.10治癒。
・現在褥瘡者2名。　　　　　　　　　　　　　　　　

＜南寿の里＞
・腰巡　はつゑ様～①左踵⇒治癒。②両大転子⇒治癒。
・松崎　キツ様～①尾骨⇒治癒。
・中村　なみえ様～①尾骨⇒治癒。
＜五福＞

特記事項なし

連絡事項

・今回の委員会で褥瘡の勉強会を実施しています。
・小向AOMより、来年度は褥瘡予防に力を入れていくとの事。
・次回の委員会は3/6（火）16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。
